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　兵庫県の南東部に位置し，北播
はり

磨
ま

から六甲山北部にかけて広がるこの地域は，江戸時
代に伊丹や灘

なだ

五
ご

郷
ごう

といった銘醸地とともに発展した酒米産地であり，粘土質の土壌や長
い日照時間など酒米栽培に適した気候風土を生かした農業が営まれてきました。降雨が
少なく，水源の確保のために江戸時代以前から築造された多数のため池には，希少な動
植物の分布が見られます。明治時代には酒米産地と酒造家が結びつく「村

むら

米
まい

制度」が始
まり，災害時の相互扶助など，商習慣にとどまらない関係が現在も続いています。
　「おいて」と呼ばれるほ場内の排水対策，栽培時の徒長や醸造時の雑味の元となる窒
素を抑えた肥培管理により，収穫前には農家の栽培技術の結晶ともいえる「倒して倒さ
ず」と表現される倒伏寸前まで登熟した稲穂の特徴的な景観が広がります。酒米の代表
である「山田錦」を育成した兵庫県では，厳格な種子管理・生産システムを構築し，育
種家種子の特性を維持した高品質な「山田錦」の生産を支えています。
　このように，高品質な酒米の一大産地を築いてきた伝統的な農業や文化，農業生物多
様性などが評価され，2025年１月に日本農業遺産に認定されました。
 （兵庫県山田錦主産地農業遺産推進協議会事務局　佐藤　慎介）

表紙写真説明：シリーズ日本農業遺産

兵庫の酒米「山田錦」生産システム
（兵庫県北播磨・六甲山北部地域：神戸市，三田市，猪名川町，西脇市，三木市，小野市，加西市，加東市，多可町）
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